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ＤＳ－０２４４キャンベル線図機能 
 

キャンベル線図を作画するにはＤＳ－０２２２トラッキング解析ソフトが必要です。ＤＳ－０２２２で

トラッキング演算されたされた結果を基にキャンベル線図を描画します。またＤＳ－０２２２で解析

された三次元マップをファイルすれば、そのファイルを読み出しキャンベル線図を描画する事が

可能です。トラッキング解析ソフトの使用方法については別紙の簡易マニュアル、トラッキング計

測をご参考下さい。 

 

１． トラッキング計測 

ここでは以下の条件でトラッキング演算を行い、その結果を基にキャンベル線図を描画するやり

方を示します。 

   回 転 速 度 範 囲  ：下限８００ｒ／ｍｉｎ 

               上限３８００ｒ／ｍｉｎ 

  ブ ロ ッ ク 数：２００ブロック 

  演 算 間 隔：１５ｒ／ｍｉｎ 

  次 数 範 囲：２５次 

  回 転 ス ロ ー プ：上昇 

  サンプルクロック：外部 

  Ｙ 軸 工 学 単 位：ｍ／ｓ２ 

トラッキング演算結果（図１） 
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２．キャンベル線図の描画 

メニューバー、ウィンドウ（Ｗ）をクリックしキャンベル線図機能を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンベル線図機能起動画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバー、表示から描画スケール（Ｓ）をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意 
キャンベル線図機能はトラッキング演算しな

ければ起動しません。必ずｒ／ｍｉｎトラッキン

グ線図または３次元表示を描画してから起動

して下さい。 
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①タグ次数をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートスケールのチェックは外します

ここにチェックを入れ、描

画回転速度範囲の下限を

０以外に設定する事が

出来ます。 

トラッキング演算時に設定

した回転速度間隔を入力しま

す。 

横軸描画回転速度範囲のグ

リット間隔を設定します。 

① ② 

 

何次成分を基本１次とするか設定します。（通常基本は１次）

何次まで描画させるか、また全体の

バランスを考慮して設定します。 

描 画 範 囲 を

設定します。 

斜軸の描画次数のス

テップを設定します。 

円を描く次数分解能を設定しま

す。整数次しか描画しない場合は

１を入力します。 

左縦軸の周波数の表示間

隔を設定します。 
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 ②タグ円をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※基準レベル、中心レベルと描画上下限に付いて 

 基準レベル、中心レベルとは基準円の大きさを規定するものです。通常はトラッキング線図ま

たは３次元表示のＹ軸の値が目安になります。キャンベル線図は振幅の大きさを円の大きさで

表現するので、描画円の大小を強調するために基準円の大きさを設定し、それによって設定し

た描画円の上下限の大きさが決まります。ここでは（図１）の３次元表示のＹ軸の最大値（２８

m/s2）を描画上限値とし、逆に描画下限として５ｍ/ｓ2 以下の円は描画しないと設定します。そ

してこの円の大きさを描画する基準円を基準レベル２０m/s2、中心レベル０m/s2 とします。 

 （表示モードは実効値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準レベル

２０m/s2

描
画
最
大
円２８m/s2 基準円の

直径の１.４倍 

中心レベル：０ 

描画最小円：５m/s2 

基準円の直径の１/４ 

 

Ｙ軸スケールを選択します。

オートスケールのチェックを外します。 

ここにチェックを入れ、描画円

の上限入力を可能にします。 

基準円の大きさ

を設定します。

描画円の範囲

を設定します。

実効値表示の場合

ON にします。
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 （参考） 対数スケールの場合 

 対数スケールの場合もリニアスケールの場合と同様です。描画上限６０ｄB、描画下限４０ｄB

の円を基準レベル５０ｄB、中心レベル３０ｄB の基準円に描画する場合を考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準円が３０～５０ｄB の大きさなので基準円の半径が１０ｄB に相当します。従って６０ｄB の円

は基準円の直径の１.５倍、４０ｄB の円は基準円の直径の半分になります。 

 

３．キャンベル線図描画例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 準 円 レ ベ

ル：５０ｄB 

描
画
最
大
円 

中心レベル：３０ｄB

描画上限：６０ｄB 

基準円の直径の１.５倍描画下限：４０ｄB 

基準円の直径の１／２ 

基準円の大きさ

描画スケール 
右上位置 

描画下限次数

描画上限次数

次数分解能：１

次数線間隔：１

グリット間隔 
５００r/min 

グリット間隔

１００Hｚ 

回転速度下限 回転速度上限 

描画円間隔

１５r/min

カーソル値 
画面上でクリックすると十字カーソルが現れます。
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４．描画色の変更 

キャンベル線図の描画色を変更することが出来ます。メニューの表示（V）から描画表示オプショ

ン（D）を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．データの保存、出力 

キャンベル線図の保存は元のトラッキングデータの保存とキャンベル線図を描画するための条

件ファイルに分かれます。データの保存はＤＳ－０２２２トラッキング解析のソフト上で、測定した

全ブロックをファイル（．ｔｒｃ形式）します。（やり方は別紙簡易マニュアルトラッキング計測を参照

下さい。） 

キャンベル線図出力の条件ファイルはＤＳ－０２４４キャンベル線図機能のソフト上で行います。 

メニューのファイル（Ｆ）をクリックします。 

 

 

 
各々の描画色を

変更します。 

各々の文字サイズ

を変更します。 

カ レ ン ト の 条 件 を

DS0244.INI というファイル

名で保存します。 

複数の条件ファイルに各々

名前を付けてファイルする

事ができます。 




